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四
国
電
力
伊
方
原
発
３
号
機
（
伊
方
町
）
で
大

量
の
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
る
事
故
が
起
き
れ

ば
生
命
や
生
活
が
侵
害
さ
れ
る
と
し
て
、
大
分
県

の
住
民
が
運
転
差
し
止
め
を
求
め
た
訴
訟
の
判
決

が
７
日
、
大
分
地
裁
で
あ
り
、
武
智
窑
子
裁
判
長

は
住
民
側
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
２
０
１
１
年
の

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
を
契
機
と
し
た
伊

方
原
発
に
関
す
る
同
種
訴
訟
は
松
山
な
ど
３
地
裁

・
支
部
で
審
理
中
で
、
判
決
は
初
め
て
。

他
地
域
の
訴
訟
で
は
広
島
高
裁
が

、

の
両
年
、
住
民
側
が
判
決
前
の
暫
定
的
な
運

転
差
し
止
め
を
求
め
た
仮
処
分
申
請
を
認
め

る
決
定
を
し
た
が
、
い
ず
れ
も
異
議
審
で
覆

っ
た
。
広
島
高
裁
は

年
に
も
同
様
の
申
請

を
「
具
体
的
危
険
が
証
明
さ
れ
た
と
は
い
え

な
い
」
と
退
け
て
お
り
、
原
発
運
転
を
容
認

す
る
司
法
判
断
が
大
分
地
裁
の
本
訴
で
も
示

さ
れ
た
こ
と
は
、
伊
方
原
発
運
用
だ
け
で
は

な
く
、
国
の
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
だ
。

大
分
地
裁
で
は

年
に
住
民
ら
が
提
訴
し

て

回
の
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
、

年
６
月

に
結
審
。
事
故
の
き
っ
か
け
と
な
る
地
震
や

火
山
噴
火
の
想
定
の
妥
当
性
と
、
施
設
の
安

全
性
確
保
が
争
点
と
な
っ
た
。

地
震
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
原
告
側
は
、
四

電
の
調
査
で
は
佐
田
岬
半
島
北
岸
に
あ
る
中

央
構
造
線
が
活
断
層
か
ど
う
か
を
十
分
に
判

断
で
き
ず
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規
制

基
準
に
違
反
し
て
お
り
、
地
震
規
模
想
定
が

過
小
評
価
だ
と
主
張
。
四
電
側
は
、
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
な
ど
で
敷
地
や
周
辺
の
地
下
構
造

を
把
握
し
「
規
制
委
か
ら
新
規
制
基
準
へ
の

適
合
性
確
認
を
受
け
た
」
と
反
論
し
て
い
た
。

原
告
側
は
、
福
島
事
故
の
よ
う
な
過
酷
事

故
が
あ
れ
ば
多
数
の
人
が
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

〜

１
５
０
㌔
先
の
大
分
県
で
も
甚

大
な
被
害
が
発
生
す
る
と
指

摘
。
九
州
で
カ
ル
デ
ラ
噴
火
が

あ
れ
ば
伊
方
原
発
に
到
達
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

四
電
側
は
、
運
転
期
間
中
に
破

局
的
噴
火
が
起
こ
る
可
能
性
は

「
十
分
小
さ
い
」
と
の
見
解
を

示
し
て
い
た
。

松
山
地
裁
の
訴
訟
は

年
６

月
に
結
審
し
、
判
決
は

年
度

内
の
見
通
し
。
３
号
機
は

年

２
月
か
ら
実
施
し
て
い
た
定
期

検
査
を
終
え
、
６
月
に
通
常
運

転
を
再
開
し
て
い
る
。

大
分
地
裁
が
四
国
電
力
伊
方
原
発
３
号
機
の
運
転
差
し
止
め
を
認
め
ず

不
当
判
決

を
訴
え
る
弁
護
士
ら

‖
７
日
午
後

大
分
市
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